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デルマウスを用いて、MRI拡散強調画像におけるパラメーターとして apparent diffusion coefficient 
(ADC)、18F-FDG-PETにおけるパラメーターとして maximum standardized uptake value (SUVmax) およ
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responderとnon-responder間で比較した。また各比に対して閾値を設定して2群に分割し、群間での生存
期間の比較を行った。 
 
【結果】 
 シスプラチンを投与した14匹のマウスのうち、7匹がresponder、7匹がnon-responderであった。また各
動物用イメージング装置を用いて取得した画像は、定量解析を行うのに十分な品質であった。治療後の各
定量値を比較すると、SUVmaxおよびMTVにおいてresponder群とnon-responder群の間に有意差が認められ
た(p<0.05)。しかしこれらの定量値は、個々の腫瘍において大きく異なると予想され、治療後の定量値の
大小のみから治療効果を判定するのは難しいと予想される。その点を考慮すると個体差によらず同一腫瘍
内の変化を評価可能な治療前後の定量値の比が、より治療効果を反映するのではないかと考えられる。治
療3日後と7日後の投与前に対するADCmeanおよびMTVの比は、responder群とnon-responder群の間に有意差
が認められた(p<0.05)。一方、SUVmaxの比では有意差は認められなかった。この結果は、SUVmaxが腫瘍全
体ではなく最大値を示す部位のみの評価である一方で、ADCmeanおよびMTVは腫瘍全体の細胞密度および生
細胞数に基づく値であるため、治療後の変化をより鋭敏にとらえることが可能であったことに起因すると
考えられる。閾値に基づいて分割した2群間の比較においては、3日後のADCmean比、7日後のSUVmax比、3
日後および7日後のMTV比において生存期間に有意な差が認められた(p<0.05)。またADCmean比、SUVmax比
およびMTV比のうちの多くの値がコントロール群と異なる場合には治療効果が高く、各値がコントロール
群と同様である場合は治療効果が不十分である傾向が認められた。 
 
【結語】 
 以上のように、ADCmeanおよびMTVの比は、シスプラチン治療に対するresponderとnon-responderを鑑別で
きること、またこれらのパラメーターを組み合わせることにより全生存期間の早期予測が可能であること
が明らかとなった。以上の結果は、シスプラチン治療に対して不応なTNBC患者の超早期スクリーニング
において、MRI拡散強調画像および18F-FDG-PETが有用であることを示す。 
